
平成 22 年度技術士第二次試験問題【応用理学部門】 

必須科目 10 時～12 時 30 分 

 

Ⅱ 次の３問題（Ⅱ－１、Ⅱ－２、Ⅱ－３）から１問題を選び，応用理学部門の問題とし

て解答せよ。（解答問題番号を明記し，答案用紙３枚以内にまとめよ。） 

 

Ⅱ－１ 下記の資料は産業革命以前に人間活動が作り出した環境変化について述べた文章

である。これを参考に、１）産業革命以降に人間活動が作り出した環境変化について、

性格の異なる事象を３つ挙げ、それぞれについて原因とその後の推移を含めて概要を説

明せよ。２）次にそれらのうち１つについて対応方策を提案し、あなたの専門の観点か

ら、解決すべき技術課題を論ぜよ。 
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Ⅱ－２ 図１～図５を参考として、我が国の科学技術予算及び技術水準の動向を他国との

比較により分析せよ。また、応用理学部門の技術士としての専門性を活かした観点から、

我が国の科学技術水準の向上戦略について３、あなたの考えを述べよ。 
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Ⅱ－３ 以下の資料は、平成２０年７月にまとめられた「留学生３０万人計画」の骨子の

一部を引用したものである。今後の労働力人口の減少の対策として、海外からの高度な

人材を獲得することは重要な課題である。このために優秀な留学生を戦略的に獲得して、

我が国の文化を高いレベルで理解した外国人を育成すること、国際的な視点に立ち活躍

できる優秀な人材を育成することは、グローバル化の進む世界の中での我が国の位置づ

けに大きな影響があると考えられる。留学生の現状を考察し、応用理学部門の技術士と

しての専門性を生かした観点から、問題点を抽出し、それに対する対応策を述べよ。 
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平成 22 年度技術士第二次試験問題【応用理学部門】 

 

選択科目【17－1】物理及び化学 

 

Ⅰ 次の 2問題(Ⅰ－１,Ⅰ－２)について解答せよ。 

 

Ⅰ－１ 次の 5設問のうち 3設問を選んで解答せよ。(設問ごとに答案用紙を替えて解答設

問番号を明記し,それぞれ 1枚以内にまとめよ。) 

 

Ⅰ-1-1 半導体集積回路の製造に用いられる光リソグラフィー技術について,その原理と

装置の概略を説明せよ。また,加工可能な最小線幅を決める物理的要因を述べよ。 

 

Ⅰ-1-2 大気中の温室効果ガスの検出法を 1 つ挙げ,その原理を説明せよ。また,取り上げ

た検出怯の長所と短所を述べよ。 

 

Ⅰ-1-3 周期ポテンシャル中の 1 電子の波動関数に関するブロッホの定理について,1 次元

系を例にとり,説明せよ。また、この定理から導かれる重要な現象を 1つ挙げて説明せよ。 

 

Ⅰ-1-4 薄膜の作製方法を 2つ挙げ,その方法に用いられる原料,薄膜の形成過程,薄膜の特

性などを説明せよ。また,その作製方法の特徴を比較せよ。 

 

Ⅰ-1-5 有機化合物の分析法の 1 つに核磁気共鳴分光怯がある。核磁気共鳴分光法の原理

を述べ、その特長と問題点を挙げよ。 

 

Ⅰ-1-6 導電性を示す高分子材料には,大きく分けてイオン伝導性のものと電子伝導性の

ものの 2つのタイプがある。それぞれについて導電性が発現する機構を説明せよ。 

次に,それぞれの材料に適した用途を述べよ。 
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Ⅰ－２ 次の 3設問のうち 1設問を選んで解答せよ。(答案用紙を替えて解答設問番号を明

記し,3 枚以内にまとめよ。) 

 

Ⅰ-2-1 2011 年 7月に,地上波テレビ放送はすべてデジタル化される。従来のアナログ放送

では,主に VHF 帯の周波数の電披を利用していた。デジタル放送では UHF 帯の電波を用いる。

この周波数の違いによって,テレビ放送を受信する場合に起こりうる障害に関して,2 つ例

を挙げて説明せよ。また,それらの障害を解決する方策に関して意見を述べよ。 

 

Ⅰ-2-2 石油・石炭・天然ガスといった化石燃料には,エネルギー源のほかに有機化学品・

高分子材料の原料という重要な役割もある。それらの材料の利便性を放棄することなくポ

スト化石撚料時代を迎えるには,生産プロセスの転換が求められる。これについて以下の問

いに答えよ。 

(1)化石燃料から得られる有機化学品・高分子材料を 1つ挙げて,その分子構造を示し,生産

プロセスを説明せよ。 

(2)化石燃料がない場合に(1)で挙げた材料を得るための原料とプロセスを提案せよ。その

際の問題点を指摘し,その解決策を述べよ。 

 

Ⅰ-2-3 太陽電池の原理を説明し、再生可能エネルギーを用いたその他の発電怯と比較し

て,その特徴を述べよ。さらに,発電効率を高めるための改良点について述べよ。 
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平成 22 年度技術士第二次試験問題【応用理学部門】 

 

選択科目【17－2】地球物理及び地球化学 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１、Ⅰ－２）について解答せよ。 

 

Ⅰ－１ 次の６設問のうち３項目を選んで解答せよ。（設問ごとに答案用紙を替えて解答設

問番号を明記し、それぞれ１枚以内にまとめよ。） 

 

I-1-1 地球上で運動している空気塊に作用する力を４つ挙げよ。また、これらの力のうち

２つが近似的に釣り合った状態である地衡風平行と静力学［静水圧］平衡について概要

を述べよ。 

 

I-1-2 ２０１０年２月末、南米のチリ沿岸で起こった地震により津波が発生した。海を伝

わる波動としての津波の特徴について、海上風によって発生する風浪との違いに焦点を

当てて説明せよ。 

 

I-1-3 地震の震源と震源域についてそれぞれどういうものか述べよ。次に、震源の一と震

源域の面積の推定方法についてそれぞれ述べよ。 

 

I-1-4 GPS に使用されている座標系は世界測地系である。この測地系の特徴・利点を述べ、

準拠楕円体の位置・方向を実際の地球とどのように結合しているか説明し、さらに旧日

本測地系との原理的な相違について述べよ。 

 

I-1-5 地中の熱資源は、様々な分野に利用されている。地温が高いか低いか、地下水や地

熱流体（温度の高い地下水）が豊富かどうかなど、対象とする調査領域の特徴による熱

資源の利用方法を１つ挙げて説明せよ。次に、熱資源の調査方法には、地球物理学的手

法と地球化学的手法があるが、取り上げた熱資源の利用方法について、どちらかの調査

手法の一例を挙げて概要を説明し、その手法の長所、短所を述べよ。 

 

I-1-6 地球の過去の歴史の中で大気が二酸化炭素に富んでいた時期があると推定されて

いる。その根拠を、二酸化炭素の物理的科学的性質を踏まえて論ぜよ。 
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Ⅰ－２ 次の２設問のうち１設問を選んで解答せよ。（設問ごとに答案用紙を替えて解答設

問番号を明記し、それぞれ３枚以内にまとめよ。） 

 

I-2-1 自然災害（地震、火山噴火、水害、津波、高潮、土砂災害等）による被害をあらか

じめ予測し、その被害範囲や被害程度等を地図上に表したものをハザードマップと呼ぶ。

あなたの専門分野に関連する自然災害を選び、その自然災害のハザードマップについて、

（１）概要、（２）作成方法及び（３）どのように防災に役立つかの事例、をそれぞれ述

べよ。次に（４）一般にハザードマップの作成、普及や利用に伴う問題点を論ぜよ。 

 

I-2-2 日本の開発途上国への技術協力は、技術の移転という観点に加え、今後の日本の長

期にわたる経済発展を追及する観点からも重要と考えられる。あなたの専門とする分野

で、 

（１）開発途上国への移転に適していると考えられる技術は何か、協力を進める上での

当該技術の課題とその解決策を述べよ。 

（２）日本の経済発展の観点を含み、（１）の技術協力をより有効にするための方策を提

案せよ。 

（３）さらに、あなたがこの協力に関連して技術士として貢献できる内容について述べ

よ。 
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平成 22 年度技術士第二次試験問題【応用理学部門】 

 

選択科目【17－3】地質 

 

Ⅰ 次の２問題（Ⅰ－１、Ⅰ－２）について解答せよ。 

 

Ⅰ－１ 次の 10 項目の中の I-1-1～I-1-2 から１項目、I-1-3 I-1-10 から２項目、合わせ

て３項目を選び、それぞれの項目について定義及び内容を解説し、次に、応用理学部門

地質科目の技術士の立場から考えるところを述べよ。（項目ごとに答案用紙を替えて解答

項目番号を明記し、それぞれ１枚以内にまとめよ。） 

 

I-1-1 シーケンス層序学 

I-1-2 ジオパーク 
1 項目を選択 

I-1-3 地山強度比 

I-1-4 ダム基礎岩盤の原位置せん断試験 

I-1-5 広域地盤沈下 

I-1-6 斜面の動態観測 

I-1-7 現場透水試験 

I-1-8 砂岩型ウラン鉱床 

I-1-9 微動アレイ探査 

I-1-10 ナチュラルアナログ 

2 項目を選択 

 

 

Ⅰ－２ 次の８設問の中から１設問を選んで解答せよ。（答案用紙を替えて解答設問番号を

明記し、３枚以内にまとめよ。） 

 

I-2-1 山岳工法でトンネルを計画する場合に予測される特殊な地山条件を２つ挙げ、それ

ぞれの状況を説明した上で、その調査方法と調査から得なければならない情報、更にそ

の特殊な地山条件に対して計画寺に考慮しておかなければならない補助工法について述

べよ。 

 

I-2-2 軟岩を成因的に３つに区分し、その地質工学特性を整理するとともに、重力式コン

クリートダムの基礎岩盤として課題となる項目及び対応策等を述べよ。 

 

I-2-3 土質試験の基本的な原位置試験の一つである標準貫入試験について、以下の項目に

ついて述べよ。 

（１）試験方法 

（２）N値 

（３）N値の補正 
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I-2-4 広い範囲にわたって道路・民家などに地すべりによると思われる変形が生じた。地

表踏査を行った結果、地すべりブロックの境界は不明瞭であった。数本のボーリング調

査を行い、地中変位を測定したところ、深度５０mを超える地すべり面が確認された。こ

のような場合、調査・対策を行う上で考慮すべき事項を４つ挙げその理由を述べよ。ま

た、考えられる対策工事を３つ挙げ、その留意事項と施工順序に関する留意点について

述べよ。 

 

I-2-5 花崗岩分布域の水理地質構造モデルを作成するために、水理地質調査の手法を段階

的にまとめるとともに、技術的課題及び今後の展開について述べよ。 

 

I-2-6 ピークオイル（peak oil）について、その概念と意味するものを説明し、問題点を

挙げるとともにピークオイル到達時期を遅らせる方法についてあなたの考えを述べよ。 

 

I-2-7 反射法地震探査と屈折法地震探査について、データ取得・処理・解析方法を説明し、

両者の長所・短所と具体的利用方法について述べよ。 

 

I-2-8 記録の照合により、ある工場において数年間にわたり燃料油の補給量が使用量を上

回っていたことが明らかになった。これを契機に地下油送配管を点検したところ、配管

の損傷が発見され、油が土壌に漏れていることが確認された。また、現地調査の結果、

工場敷地内の井戸にも油膜の存在が確認された。 

 このような場合、油汚染問題の基本的な考え方を述べ、基本的な調査の流れについて４

項目以上を挙げて説明せよ。また、対策目標を拡散防止と油含有土壌の浄化とした場合

の対策工事を２つずつ挙げ、適用性又は留意点を述べよ。 
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